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起
源
は
福
山
藩
御
用
達
の
魚
問
屋

　

㈱
福
山
中
央
水
産
は
、
市
場
の
開
設
時
に
数
社
の
卸
売

会
社
が
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
社
が
、
笹

田
社
長
の
生
家
が
長
年
営
ん
で
き
た
家
業
の
魚
問
屋
で

あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
か
ら
福
山
藩
御
用
達
で
、
当
主

は
初
代
か
ら
代
々
「
魚
屋
清
兵
衛
」
を
名
乗
り
、
こ
れ
は

15
代
目
に
あ
た
る
笹
田
社
長
の
曽
祖
父
の
代
ま
で
引
き
継

が
れ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
15
代
目
は
、
創
生
期
だ
っ
た

福
山
商
工
会
議
所
の
議
員
も
務
め
て
い
た
。

　

店
の
屋
号
は
当
主
の
頭
文
字
か
ら
「
魚
清
」
と
称
し
た
。

長
年
、
福
山
城
下
の
下
魚
屋
町
（
現
在
の
福
山
市
宝
町
）

で
店
を
営
ん
で
い
た
。
笹
田
社
長
も
小
学
生
の
頃
ま
で
は

下
魚
屋
町
で
過
ご
し
、「
福
山
駅
前
周
辺
が
遊
び
場
で
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　

水
産
物
の
卸
売
販
売
を
本
業
と
す
る
同
社
。
地
元
を
は

じ
め
全
国
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
扱
う
。
ま
た
近
年
の
漁

獲
量
の
減
少
か
ら
、「
魚
の
卸
売
だ
け
で
は
い
け
な
い
」

と
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
㈲
シ
ー

フ
ー
ズ
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
の
加
工
会
社
二
社
を
設
立
す
る
な
ど

水
産
物
加
工
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
減
少
し
つ
つ
あ
る

水
産
物
を
加
工
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
を
付
け
よ
う
と

い
う
狙
い
だ
。

　

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
鞆
に
加

工
場
が
あ
り
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
り
市
場
で
調
達
さ

れ
た
り
し
た
水
産
物
の
一
次
処
理
加
工
な
ど
を
行
う
。
㈲

　

福
山
市
民
の
台
所
「
福
山
地
方
卸
売
市

場
」（
福
山
市
引
野
町
）
は
１
９
７
１
（
昭

和
46
）
年
の
開
設
で
、
今
年
で
50
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
。
㈱
福
山
中
央
水
産
は
、
開
場

の
年
か
ら
水
産
物
公
認
荷
受
機
関
と
し
て
市

場
参
入
し
、
水
産
物
卸
売
販
売
を
行
っ
て
き

た
。
同
市
場
と
共
に
歩
ん
で
き
た
同
社
だ
が
、

起
源
は
江
戸
時
代
初
期
の
福
山
藩
御
用
達
の

魚
屋
で
あ
る
。
笹
田
博
之
社
長
は
初
代
か
ら

数
え
て
18
代
目
に
な
る
。

　

同
社
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

「
海
か
ら
の
恵
み
が
、
暮
ら
し
を
つ
く
る
」。

地
元
の
水
産
物
に
こ
だ
わ
り
、
生
魚
の
鮮
度

を
追
求
し
た
製
品
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぐ
。

　

笹
田
社
長
に
同
社
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や

今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

192

株式会社福
ふ く

山
や ま

中
ちゅうおう

央水
す い

産
さ ん

藩御用達の魚商
福山の魚食支える

代表取締役社長　笹
ささ

田
だ

　博
ひろ

之
ゆき

 氏
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生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
「
魚
離
れ
」
も
大
き
な
課

題
だ
。
同
市
場
で
は
25
年
ほ
ど
前
か
ら
小
学
生
の
社
会

見
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
現
在
は
三
年
生
が
年
間
３
，

０
０
０
人
訪
れ
る
と
い
う
。生
簀
の
魚
を
見
せ
る
と「
触
っ

て
も
い
い
？
」
と
興
味
を
示
す
子
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
が
、
毎
年
秋
に
は

「
ふ
く
や
ま
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
祭
」
も
開
催
。「
塀
に

囲
ま
れ
て
何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
市
場
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
継
続
し
て
開
催
し
て
い

る
。

　

山
と
海
で
は
「
や
は
り
海
が
好
き
」
と
い
う
笹
田
社
長
。

地
の
魚
で
は
メ
バ
ル
や
ハ
ゼ
が
好
き
だ
と
か
。「
同
じ
魚

種
で
も
瀬
戸
内
海
の
魚
の
方
が
、味
が
濃
い
」と
話
す
。「
鞆

で
は
魚
本
来
の
力
を
生
か
し
て
水
と
醤
油
だ
け
で
調
理
す

る
風
習
が
あ
る
。そ
う
し
た
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、も
っ

と
瀬
戸
内
海
の
魚
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て

い
る
。

（
取
材
・
文　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報　

塩
田　

聡
）

シ
ー
フ
ー
ズ
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
は
市
場
近
く
に
事
務
所
と
加
工

場
が
あ
り
、
主
に
市
場
で
毎
朝
調
達
し
た
生
鮮
水
産
品
の

一
次
処
理
加
工
を
行
う
。
冷
凍
原
料
は
極
力
使
わ
ず
、
生

魚
の
鮮
度
を
追
求
す
る
製
品
づ
く
り
が
特
徴
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
産
の
魚
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
い
。
特
に
今
の

時
期
が
旬
の
サ
ヨ
リ
は
１
０
０
％
瀬
戸
内
海
産
だ
。
同
社

の
サ
ヨ
リ
は
名
古
屋
か
ら
九
州
ま
で
出
回
る
が
「
瀬
戸
内

海
産
で
な
い
と
評
価
さ
れ
な
い
」
と
い
う
。
獲
れ
る
時
期

が
短
い
だ
け
に
、
年
間
を
通
じ
て
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
加

工
品
も
生
産
す
る
。

　

市
場
の
朝
は
早
い
。
朝
と
い
う
よ
り
深
夜
の
出
勤
が
常

だ
。
早
い
人
は
午
前
零
時
、
笹
田
社
長
も
午
前
３
時
に
は

出
勤
す
る
。
午
前
中
に
は
仕
事
を
終
え
る
が
、
シ
フ
ト
を

組
ん
で
時
差
出
勤
も
行
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
地
元

の
大
学
か
ら
「
魚
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
」
学
生
が
就
職
を

希
望
し
、
新
卒
採
用
に
至
る
と
い
う
。

知
っ
て
ほ
し
い
瀬
戸
内
海
の
魚
の
良
さ

　

笹
田
社
長
が
懸
念
す
る
の
は
、
地
球
温
暖
化
や
乱
獲
な

ど
の
影
響
か
ら
か
、
漁
獲
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
。
加
え

て
魚
場
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
。
漁
獲
量
の
減
少

に
対
し
て
は
業
界
ぐ
る
み
で
稚
魚
を
放
流
す
る
な
ど
の
対

応
を
施
し
、
一
定
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
魚
場
の
変
化
は
水
温
の
変
化
に
よ
っ
て
従
来
い

た
は
ず
の
魚
が
棲
み
に
く
く
な
り
、
他
の
魚
場
へ
移
動
す

る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
南
方
に
生
息
す

る
は
ず
の
カ
ニ
の
一
種
・
タ
イ
ワ
ン
ザ
ザ
ミ
が
瀬
戸
内
海

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
瀬
戸
内
海
の
魚
で
あ
る

鰆
が
東
北
地
方
で
獲
れ
た
り
す
る
。
自
然
を
相
手
に
し
て

い
る
だ
け
に
、
地
球
環
境
の
変
化
は
大
き
な
課
題
に
な
る
。

㈱福山中央水産
■所在地　福山市引野町1－1－1福山地方卸売市場
■ＴＥＬ　（０８４） 941－5556
■ＦＡＸ　（０８４） 941－5666
■ホームページ
　　　　 福山中央水産  で検索

▲

学
校
給
食
や
介
護
施
設
等
向
け

に
魚
の
骨
を
抜
き
、食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
な
ど
加
工
す

る
㈲
シ
ー
フ
ー
ズ
ウ
ィ
ッ
シ
ュ

▲

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
た

が
、毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
年
々

来
場
者
が
増
加
し
て
い
る
ふ
く

や
ま
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
祭

▲鮮度を保ちながら、手間の
かかるサヨリを下処理し急
速冷凍後出荷

▲ブルーオーシャンホールディ
ングス㈱では、鞆で水揚げ
されたネブトの頭を落とす
など一次処理加工を行う

▲

春
の
祝
膳
、贈
答
に
ふ
さ
わ
し
い
桜

鯛
の
浜
焼
。伝
承
の
料
理
技「
浜
焼
」

に
古
式
製
塩
法「
海
人
の
藻
塩
」を

使
っ
て
焼
き
上
げ
、特
製
桐
木
扇
に

包
ま
れ
る

▲

学
生
に
海
と
魚
に
親
し
み

を
と
就
職
相
談
会
な
ど
で

使
用
す
る
ノ
ボ
リ


